
 

                                                                        
      
 
 
 

 

                                海津市立日新中学校 ＰＴＡ会長 若山 大介 

                                   

１ 地域・学校の実態 

  日新中学校の開校は、昭和２２年にさか

のぼります。学校の隣には、海津市役所や

海津市ＯＣＴ文化センター等が建ち並び、

海津市の中心に位置する学校で、全校生徒

数は現在２９７名です。「共に高め合い自

立する生徒」を学校教育目標に、生徒と教

師が温かい人間関係を築きながら、地域と

共に教育活動を推進しています。 

 

２ 活動のねらい 

  学校教育目標の「共に高め合い 自立する生徒」の育成をめざし、保護者

と教師が協力し合って、地域に根ざしたＰＴＡ活動の実践を推進し、家庭・

地域の教育力の向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な活動内容 

本部役員会の他に、校外生活指導委員会、広報委員会、母親委員会（家庭

教育学級）等の活動を行っています。この活動の中から主なものを紹介しま

す。 

共に高め合い、 

自立する生徒の育成をめざして 

２１世紀に生きる 

心豊かなたくましい生徒の育成 

・保護者と子どもの心の通う健康で

明るい家庭づくりの推進 

・情報モラル教育の推進と非行の未

然防止 

・美化活動、奉仕活動の推進 

保護者・教師・地域の 

緊密な連携と家庭教育の充実 

・安全・安心な学校・地域づくりの

推進 

・全保護者による校外生活指導の推

進 

・家庭教育学級等を核にした研修へ

の参加の推進 

会員の自主参加のもと 

共に歩む事業活動の推進 

・ＰＴＡ広報の有効な活用 

・各委員会活動への積極的参加の推

進 

会員相互の緊密な連携・協力 

・本部役員会及び専門委員会等に

よる活動の推進 

・制服などのリサイクル品の回収

及び販売の推進 



（１）朝の交通指導・下校のパトロール・施設等のパトロール・校外モニター 

【校外生活指導委員会】 

今年度より地区役員の選出をなくし、全てのＰＴＡ会員で生徒の見守りや校

外生活指導を行っています。１か月のどこかで①朝の交通指導②下校のパトロ

ール③施設等のパトロール④校外モニターのどれかを実施し、その時に気付い

たことなどを報告用紙を通して校外生活指導委員長に報告します。委員長は、

集まった情報をＰＴＡ本部役員会で報告し、役員や職員で情報共有していま

す。ＰＴＡ会員全員で子どもたちを見守り、

時には注意し、安心・安全な地域づくりを推

進しています。 

 

（２）広報「にっしん」の発行【広報委員会】 

   年２回、各種行事や取組を広報誌に掲載し

て、生徒たちの頑張っている様子や行事での

思いや願いを保護者の皆さんにも伝えようと

発行しています。今年度１回目の発行は７月２０日でした。記事の目玉として

６月２日に行われた「体育大会」の様子を紹介しました。広報委員が撮った写

真をふんだんに使うことで、当日の生徒の躍動感を伝えることができました。 

 

（３）家庭教育学級【母親委員会】 

   新型コロナ対策を最優先し、給食試食会な

どの集合型の研修は令和２年度より控えてい

ます。今年度は、在宅型の家庭教育学級を４

回実施しました。２回目には、「睡眠の大切

さ」について動画で学ぶ取組を行いました。

『家庭教育学級だより』を発行して、動画の

ＱＲコードを伝えたり、取り組み後にはアンケート結果を紹介したりし、在宅

型であっても会員同士が一体感を感じながら取り組めるようにしました。 

 

（４）ＰＴＡ奉仕作業【本部役員会】 

   昨年度より試験的に始めた「ＰＴＡ奉仕作業」を、今年度から本格的に実施

しました。今年度は、６、８、１１月の３回実施し、グラウンドを中心に草取

りや草刈りを行いました。毎回、約７０名のボランティアの参加があり、１時

間の作業で、グラウンドを美しく整えることができました。 

 

４ 活動の成果と今後の課題 

○在宅型の家庭教育学級やＰＴＡ奉仕作業などの活動を積極的に行うことを通し

て、親と子、地域の方々とのつながりを深めることができました。 

△全保護者による生徒の見守りや校外生活指導をスタートしましたが、月を経る

ごとに報告数が減ってきています。今後は、自主的な見守りの活性化を図って

いきます。 


